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室名の変更

10月1日付の機構改編で多くの部室課の名称が変更

にたりまLた.海外室正確には海外地質調査協力室

も新たに国際協力室と名をかえることとたりました.

略称は国際室です.

金持ち日本が国際的にもっと門戸を開くことを要求

されているたか国際室の役割もさらに大きくたってゆ

きます.皆様方の御支援をお願い致します.

昭和63年度瓦丁亙丁国際シンポジウム始末記

ITIT事業による63年度の国際シンポジウムは当所

が運営を担当し東アジアのテトニクスとエネルギｰ資

源(GeotectonicsandEnergyResourcesinEastAsia)

をテｰマに9月27･28の両日共用講堂において開催

された.時期を接して環太平洋マッププロジェクト

(CPMP)のパネル議長会議とCCOPの資源評価作業部

会(WGRA)のワｰクシッヨプとが同じ共用講堂を使

って開かれその参加者の大半がITITシンポジウムに

も合流Lたためシンポジウムの内容は一段と充実した

ものとたった.

シンポジウム及びCPMP会合の開催は62年8月海外

室長を委員長に関連部課室長からたる準備委員会の発足

により所の正式行事として承認された.プログラム

や参加者の確認のため海外との多量のテレックスのやり

をとり経ていよいよ開催期目を迎える運びとなった.

シンポジウムの実施は9月26目の外国人参加老の成

田への出迎えから始った.ITIT予算による招へい老

は9名であるがCPMP及びWGRAのメンバｰもこ

の目に着く人が多く30名を超える外国人の到着が重な

ってしまった.

到着便の延着や変更などでてんやわんやであったが幸

にして1人の取こぼしもたく全員無事所定の宿泊先に送

りとどけることカミできたが終った時は夜の10時を過ぎ

ていた.

明けて27日シンポジウムは午前10時から井上所長

の開会の挨拶により幕を開いた.次に予定されていた

八幡国際研究協力課長による通産省の国際研究協力の紹

介は都合により28目の最後に変更とたったが次に登

壇した平山海外室長の地調の活動紹介から国研課長の

話までの間外国人招へい者9名に日本人3名とCCOP

からの参加者1名を加えて計13件の講演と関連討論が

2日間に亘って滞りたく進行Lた.

今回のシンポジウムのテｰマはCPMPの中のジオ

テクトニックマップ編集作業部会(WGGM)と密接に関

係しており東アジア諸国からの参加者はWGGMの各

国編集担当者でもあった.29目にはこれらの人達の間

でのワｰクショップが持たれた.午前中はCPMPと

の合同会合午後からはシンポジウムでの討論に基づい

たマツブ編集のための実務的作業を行いシンポジウム

の意義と成果をより深める結果となった.

写真1シンポジウムのテｰマ

写真2会場風景
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写真3地図展示

一方28･29日のWGRAワｰクショップ及び29目午

後から30目にかけてのCPMPパネル議長会議が同講堂

内の別室で開催されそれぞれに実りの多い会合を持っ

た.

この問講堂内の展示スペｰスを使って各参加者が

持寄った各種地図類が供覧され休憩時間等を利用して

の関係者間における討論･情報交換の場とたった.

27日夜には国研課主催のレセプションまた28日夜

はCPMPと地調との共催によるワイン･ナイスティソ

グが参加者の交歓の場として設けられた.本院側の

都合により岡沢審議官国研課長らの来臨が28目であ

ったことまた28日のパｰティは地調中庭での予定が

天候のため地調会議室に変更されたことたど不測の事

態はあったものの参加者の好評を得て先すは盛会に

終始できたことに安堵Lたことであった.特に28目

写真4レセプション･スナップ

のパｰティのアトラクションをお願いし会の盛上げに

御尽力頂いた民俗芸能｢田中ほやし保存会｣の皆様には

心から感謝の意を表したい.

以上のような経過により63年度ITIT国際シンポジ

ウムは盛会裏に終了した.今回のシンポジウムを中心

に併催されたCPMP及びWGRAの会合から得られ

た成果は当所が推進する国際プロジェクトの発展に大

きく寄与するぽかりでたく参加諸国の地質･資源調査

研究活動にも多大のインパクトを与える結果とだったこ

とを確信する.

今回のシンポジウム開催を承認された本院国研課貴

重た講演を快諾された国内外の話題提供の方六運営に

協力された地調関係職員各位並びに討論を盛上げて頂

いたCPMP及びWGRA会合参加の皆様に本欄を借

りて厚く御礼申し上げる次第である.(遠藤)

CC0正丁㏄h珊触1腕ue触の内容紹介(その4)

CCOP-TBの目次紹介の4回目です.申し込方法等は本誌408号本欄No.37を御参照下さい.
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